
ICTを活用した
「教えないスキル」に基づく
授業実践の報告

吉野郡 下市あきつ学園 髙砂友輝



１．はじめに

〈下市町立下市あきつ学園〉

2023年4月に「義務教育学校」
として開校。

１年～９年生までが同じ校舎
で学習している。
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３．これまでの授業で課題に感じていたこと

教材研究（導入・発問の吟味など）に力を入れ、グループ学習
を取り入れることで、「授業中わからずにうつ伏せてしまう
（学びから逃がしてしまっている）」生徒にも興味・関心を
もって授業に参加させることができるようになってきた。

・各種テストなどでの点数の伸びにつながっていない。

・学習内容が定着していない。

⇒「わかった」「見つけた」という達成感を持たせられていない。



グループ(班)学習のメリット（私の経験より）

生徒同士の会話が生まれ、対話的な学びを展開しやすい。

生徒同士で課題を解決しようとする姿勢が生まれる。

「わからない」を発信しやすく、学習のしんどい生徒も比較
的意欲的に授業に参加できる。

「教える」「説明する」ことで、生徒の理解度がより高まる。



グループ(班)学習の課題（私の経験より）

授業規律の確立（騒がしくなる）

教える生徒、教えられる生徒が固定化する。

学習のしんどい生徒の声として、

「聞いてたときはなんとなくわかってたけど、

何日かしたら忘れてる…」

教師の資質・授業づくり



教えられる側

〇 「答え」を待つ。
〇 人の意見をノートに写すだけ。
〇 思考した上での「わかった」

を生み出せていない。

受け身

口をあけて答えがくるのを
待っているだけの状態

教える側

〇 考えない班員への不満増
〇 答えが「わからない」ときに

しんどい
〇 成績を気にして正解を求める

負担大

今まで教師がしていた役割を
代わりにしているだけの状態



４．本校の取り組み①「ＩＣＴ」

生徒達が自ら考え、思いを表す力を育むことができる。



４．本校の取り組み②「教えないスキル」



「教えないスキル」に基づく授業展開の２つの柱

「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の往還

学習活動の
可視化・構造化

児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現

主体的な学び 対話的な学び深い学び



５．授業改革

「個別の学び」「協働的な学び」の明確化

板書の構造化

PCタブレットを使用したツールの利用



授業展開（例）

①課題(目標)の提示
本時のねらいを明確に
し、生徒に提示する。

②見通し
既習の学習内容や用語
など、目標達成に必要
な材料をそろえる。

③仮説（個別）
予想や自分の考えを出
させる。
(プリントorロイロ等)

⑦振り返り（個別）
③の自分の考えと比較・
検証する
(プリントorロイロ等) ⑥まとめ（協働）

小グループの話し合い
の中で妥当性のあった
ものを全体化・発表
（ホワイトボード他）

⑤考察（協働）
班などの小グループで
の意見交流
(プリント or PC他)

④考察（個別）
情報・資料をもとに自
分の考えを出させる。
(プリントorロイロ等)

個⇒協⇒個の流れをつくる
最後は必ず「個」に返す



板書の構造化（例）

見通し

目標

学習形態の提示

まとめ

課題解決のための
情報共有・意見交換



PCの活用例
【 ICTサポーターと連携し、思考ツールを作成 】

中2「化学変化と原子分子：水素と酸素の化学反応式/化学反応式の作り方」

中3「イオン：電池のしくみ/中和反応」

小5「ふりこのきまり：変える条件変えない条件」「種子の発芽と成長：条件制御」 など

【 スプレットシートの活用 】… 実験結果や測定値等の共有。測定値の平均値や合計値の計算。

中2「生物の体のつくりとはたらき：落下したものさしをつかむまでの時間」

小5「ふりこの決まり：ふりこが1往復するのにかかる時間」

小6「水溶液の性質：実験結果の共有等」

【 ロイロノートの活用 】

全学年：予想・仮説の共有、実験の動画の共有、観察(雲の動き、植物の成長等）の共有

考察の共有 等



５．授業実践
（9年生 中和反応）

アルカリ性の水溶液に酸性の水溶液を加えていったとき、アルカ
リ性の性質が弱まり、酸性の性質が消されていく原因を、イオン
のモデルをつかって考える。



使用したICT教材 （ICTサポーター作成）
Webサイト：Scratch使用



振
り
返
り





本時のねらい
「なぜ酸性が
消えて、アル
カリ性が弱ま
るのか？」と
いう課題に対
する答えに
なっていない。

ねらいを理解
できていない

塩化ナトリウム
が電解質である
ことが定着して
いない。

後日、全体化







聞いて理解
したつもり
でいたが、
説明すると
１つ１つの
認識が少し
ずつ違う。



説明と図が
一致してい
ない。



単
元
テ
ス
ト
の
分
析
【
知
識
】

問い 答え 正解 不正解 正答率

① 下線部のような反応を何というか。 【中和】 16 1 94.1

② (1)の反応を起こす陽イオンの名称は。 【水素イオン】 14 3 82.4

③ (1)の反応を起こす陰イオンの名称は。 【水酸化物イオン】 12 5 70.6

④ ２つのイオンが結びついてできる物質は。 【水】 13 4 76.5

⑤ (1)の反応でできる(3)以外の物質を何というか。 【塩】 13 4 76.5

⑥
塩酸と水酸化ナトリウム水溶液をまぜたときに

できる(4)は何か。
【塩化ナトリウム】 11 6 64.7

知

識

理

解

※

1
週
間
後
に
実
施

※

対
象
者
、
9
年
生
17
名



単
元
テ
ス
ト
の
分
析
【
思
考
】

※

1
週
間
後
に
実
施

※

対
象
者
、
9
年
生
17
名

問い 答え 正解 不正解 正答率

①
中和が起こっている段階を示す矢印を、ａ～ｄ

からすべて選びなさい。
【ａ、ｂ、ｃ】 9 8 52.9

②
Ｂの水溶液中に存在するイオンをア～エからす

べて選びなさい。
【ア、イ、ウ】 8 9 47.1

③
Ｄの水溶液中に存在するイオンをア～エからす

べて選びなさい。
【イ、ウ】 11 6 64.7

④
Ｅの水溶液中に存在するイオンをア～エからす

べて選びなさい。
【イ、ウ、エ】 11 6 64.7

⑤
Ａ～Ｃに変化する間、pHの値はどのように変化

していきましたか。
【大きくなる】 11 6 64.7

⑥
水溶液をそれぞれ新たに用意し、マグネシウムを入

れた。泡が最も激しいのはＡ～Ｅのどれか。
【Ａ】 12 5 70.6

⑦
(4)で泡が全くでない水溶液があった。泡が出な

い理由を簡潔に書きなさい。

【アルカリが酸の性質

を打ち消したから】
13 4 76.5

思

考

・

判

断

・

表

現



単元テストの分析【今までと比較】
※1週間後に実施
※対象者、9年生17名

知識・技能

思考・判断・表現

「知識・技能」の問題 ⇒ 6.1ポイントの増加
「思考・判断・表現」の問題 ⇒ 13.6ポイントの増加

今までの単元テスト

71.4

49.4

中和反応

77.5

63.0



単元テストの分析【学力別比較】

上位 93.7

中位 70.6

下位 52.8

知識・技能

※1週間後に実施
※対象者、9年生17名

上位 72.5

中位 51.3

下位 27.1

思考・判断・表現

100.0

91.7

33.3

90.5

61.9

31.4

中位層のアップ 思考・表現の問題のアップ



成果と課題

〈 成果 〉

理科の授業が「楽しい」「おもしろい」と答える生徒が増えた。

振り返りを行うことで「主体的に学習に取り組む姿勢」の評価にも活用できた。

〈 課題 〉

そもそも「仮説」の段階で自分の考えを書けない生徒がいる。（既習内容や自身の
経験と本時の目標がつながらない。間違えることを否定的に捉えている。等）

下位層の生徒のテストの点数に表れてこない。

⇒授業の中だけで完結し、後日改めて整理する機会（家庭学習による復習等）を

作れていない。

⇒考え方を学習していても、問題が変わると既習内容とつなげる（活用する）

ことができない。



自身の経験や既習内容をつなげて考える力

（深い学び）

自分の考えを表現する力（対話的な学び）

自身の学習を調整する(振り返る)習慣

（主体的な学び）
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